
       

１
９
４
６
年
11
月
３
日
公
布
、
翌
年
５
月
３
日
施
行
の
日
本
国

憲
法
は
、
一
度
も
改
「
正
」
さ
れ
ず
に
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

世
界
に
誇
る
立
派
な
平
和
主
義
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

70
年
間
戦
争
に
よ
る
死
者
は
出
さ
ず
に
来
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
か
つ
て
の
大
日
本
帝
国
憲
法
で
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
、
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
12
条

に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
た
ち
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
る
と
言
う
事
で
す
。 

 

３
月
５
日
に
高
知
市
で
あ
っ
た
学
習
会
で
、
沖
縄
国
際
大
学
大

学
院
教
授
の
前
泊
博
盛
さ
ん
は
、
主
に
沖
縄
か
ら
見
た
安
保
、
憲

法
、
民
主
主
義
の
状
況
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
「
日
本
国

は
法
治
国
家
で
は
な
く
、
放
置
国
家
だ
」
と
発
言
さ
れ
、
軍
事
的

に
は
沖
縄
で
の
民
意
を
無
視
し
た
軍
事
施
設
作
り
や
、
厚
木
基
地 

  

      

に
代
表
さ
れ
る
日
本
列
島
を
傍
若
無
人
に
飛
ぶ
米
軍
機
な
ど
で
す
。 

 

基
本
的
人
権
で
言
え
ば
、
25
条
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
と
は

ほ
ど
遠
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
週
40
時
間
労
働
で
生
活

で
き
な
い
最
低
賃
金
制
や
、
残
業
時
間
規
制
を
過
労
死
ラ
イ
ン
よ

り
上
に
す
る
事
な
ど
、
も
っ
て
の
外
で
す
。 

 

他
に
も
、
福
島
原
発
問
題
（
棄
民
政
策
・
人
体
実
験
）
や
恣
意

的
な
放
送
法
へ
の
介
入
、
国
民
を
縛
る
特
定
秘
密
保
護
法
、
共
謀

罪
、
安
全
保
障
関
連
法
な
ど
、
平
穏
に
暮
ら
せ
る
条
件
が
狭
ま
っ

て
い
ま
す
。 

 

と
に
か
く
言
え
る
事
は
、
私
た
ち
は
人
間
で
あ
る
こ
と
。
そ
し

て
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
か
ら
に
は
、
そ
の
生
を
全
う
す
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
学
習
し
、
声
を
あ
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

ぼ
う 

じ
ゃ
く 

ぶ   

じ
ん 


